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令和３年度 一般社団法人日本在宅看護学会 

第 1 回社員総会次第 

 

    日時：令和 3年 6月 29 日（火）17:00～19:00 

場所：Zoom による遠隔開催 
議題 

 

１．報告事項                     

１）令和２年度一般社団法人日本在宅看護学会事業報告         資料１ 

 

２）第 11 回日本在宅看護学会学術集会準備状況について         資料２ 

 

３）理事の辞任について        資料３ 

 

２．審議事項 

１）（第一号議案）令和２年度一般社団法人日本在宅看護学会決算報告及び監査報告 

             資料４ 

 

 ２）(第二号議案) 後任理事の選任について        資料５ 

 

 ３）（第三号議案） 定款の変更について      資料６ 

 

３．その他  

 

   1)  令和３年度事業計画について                    資料７     
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 資料１ 

令和２年度 一般社団法人日本在宅看護学会事業報告 

会員数：1043 名（令和３年３月３１日現在） 

□学術集会の開催

・第 10 回日本在宅看護学会学術集会の開催

テーマ：多様化するニーズに応える在宅看護

集会長：蒔田寛子（豊橋創造大学）

開催日：2020 年 11 月 14 日（土），15 日（日）  方式：Web 開催 

参加者：565 名 

プログラム：会長講演、基調講演、シンポジウム 4 題、パネルディスカッション、 

教育セミナー・ワークショップ、市民公開講座、交流集会 11 題、一般演題 64 題 

・第 11 回日本在宅看護学会学術集会の準備

テーマ： 危機の時代における 在宅看護の覚悟と挑戦

集会長： 結城美智子（北海道大学大学院）

開催日： 2021 年 11 月 13 日（土）、14 日（日） 方式：Web 開催 

・日本在宅看護学会学術集会に関する情報発信

ホームページを活用し、学術集会に関する参加募集・演題募集等の広報のための情報発信を行った。

第 11 回からはメール配信サービスも併用し会員向けの情報発信を充実させている。 

□会誌等の発行

・学会誌第 9 巻第 1 号（令和 2 年 8 月）および第 2 号（令和 3 年 2 月）の発刊

第 9 巻 1 号は原著論文 2 本・研究 3 本、資料 1 本を掲載した。 

第 9 巻 2 号は第 10 回学術集会報告のほか、原著論文 2 本・研究 3 本・資料 3 本・総説 1 本を掲載 

した。

発行部数 約 1100 部（前年約 950 部）

・投稿論文の増加に伴う、編集委員、査読委員体制の強化をおこなった。

・投稿論文の増加に伴う電子投稿システムの導入による効率化が図られた。

・昨年度から学術集会プログラム・抄録集を分冊とし、学術集会参加者が入手できる形を継続している。

□在宅看護学の発展に資する教育・研究の推進

・在宅看護学に関する研究・教育・研修内容の検討

☆E-learning の作成と公開

テーマ：座長のためのガイド

次年度に向けた研修内容の検討を進めた。

・研究倫理審査の実施

研究倫理委員会の運用が開始され、委員会の設置および開催について会員に周知を行った。

委員会の開催はなかった。
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□人々の健康と福祉に貢献するための社会活動

・令和 2 年 11 月 13 日（金）～19 日（木）に市民向け公開講座を実施した。

市民公開講座（14:00-15：30）「人々の健康をまもるこれからの看護の取り組み」 

演者：清水 準一（東京医療保健大学）

□保健医療福祉政策に関する建議

・COVID-19 の影響もあり、情報収集にとどまった。

□国内外の関連機関・団体との協力及び連携

・高齢者救急問題を検討する懇話会及び日本救急看護学会との連携

COVID-19 の影響もあり、情報収集にとどまった。

・日本救急医学会との連携

第 48 回日本救急医学会総会・学術集会のパネルディスカッション 18 「高齢者救急問題 -現状と対策-」に

おいて佐野けさ美理事が演者として参加した。

□その他この法人の目的を達成するために必要な事業

・法人運営に適した事務局体制の検討

運営および会計処理に関する内部資料を整えた。 

会員管理業務の外部委託を継続した。 

・会員向けメール配信サービスの開始

即時性の高い情報発信ができるよう、メール配信サービスと契約を行った。 
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資料２ 

第 11 回日本在宅看護学会学術集会準備状況について

テーマ： 危機の時代における 在宅看護の覚悟と挑戦

集会長： 結城美智子（北海道大学大学院） 

開催日： 2021 年 11 月 13 日（土）、14 日（日） 方式：Web 開催 

参加登録や演題募集が行われており、演題募集は 6 月 21 日（月）17 時まで延長した。 
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資料３ 

理事の辞任について 

川村佐和子理事より2021年5月31日に辞任届が提出された。理事会での確認を経て、理事変更の手続きをとる

予定である。 
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資料４
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資料４
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資料４
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資料４
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資料５ 
 

後任理事の選任について 

報告事項３）により、現在、欠員となっている理事に、小野若菜子 代議員（聖路加国際大学、准教授） 

を選任する件 

（注：定款第26 条4 により、任期は「前任者の任期の満了する時まで」となり、2023 年度の定期社員総会ま

でとなる） 

 

  



資料６ 

定款の変更について 

 理事会において、代議員や役員の大半が定款の再任規定に抵触し、次回の被選挙権を失うことから、学会運営

の継続性について懸念が示されたことを受けて、選挙管理委員における検討を行い、代議員や理事が 8 年間の再

任の上限に達している場合の対応として下記の 2 点に絞って定款を変更することを理事会に提案した。 
・ 理事長の任期が 2 年未満の場合に、最大 2 期（4 年）まで追加して再任が可能となるよう、再任の規定を

　　変更する。

・ 理事長が指名する理事に限り、1 期（2 年）まで追加して再任が可能となるよう、再任の規定を変更する。 

この方針を理事会で確認した上で、司法書士からの具体的な助言を踏まえて、理事会での審議・承認により定 

款を以下の通り変更することを総会に提案する。

第 11 条 

現 ７ 代議員は連続して再任できない。 

新 ７ 代議員は、連続して再任できない。ただし、代議員の任期が満了する時点において、理事長としての在職期間が２年に

満たない理事長である代議員は、この限りでない。 

第 26 条 

現 ３ 役員の再任はこれを妨げない。ただし、連続しての再任は８年を超えることはできない。 

新 ３ 理事又は監事は、連続して８年を超えて再任できないものとする。ただし、８年を超えた時点において、理事長としての

在職期間が２年に満たない理事長は１２年、理事長の指名により選任された理事は１０年にその期間を伸長する。 

・変更理由等

法人法上、役員の任期は定められているが、その再任については特に定めがなく、いわゆる法人の私物化を防

ぐための対策として各法人が定款によって定める事となっている。

 本学会では法人化以降、定款で代議員、役員とも再任を連続して８年までとしてきたため、次回の選挙では大

半の代議員や役員が交代することとなる。また、現理事長もこの規定のため、就任後２年で離任することとなり、

定款で８年間までの再任を認めることで期待されていた長期的な視点での運営が難しくなることが予想される。 

 このことから、現理事等が指名理事として２年に限り選任されることで業務の円滑な引き継ぎを行うこと。ま

た、理事長については在職期間が２年に満たない場合に限り、更に４年間理事長を継続できるよう被選挙権を残

すこと。の２点について、定款を変更することとした。

 指名理事以外の理事は新たな代議員から選任されること、理事長についても被選挙権を残すだけであり、新た

に選出された代議員により理事として選出され、かつ理事が理事長を互選することから、法人の私物化や役員の

流動性の阻害を防ぐよう配慮した形とした。

 今後は、代議員、役員の再任の状況にばらつきが生じてくることから、こうした規定が不要となる可能性もあ

り、継続的な検討が必要である。 
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令和三年度 一般社団法人日本在宅看護学会事業計画 

1. 第 1 1 回日本在宅看護学会学術集会を開催する

2. 学会誌を年に 2 回発行する

3. 在宅看護学の発展に資する教育・研究の推進

・ 学会員の研究する力が向上する

・ 看護師基礎教育改正に関連して「地域・在宅看護論」の内容および教授

方法について情報を集め、発信する

4. 災害対策関連事業案を新たに立案する

5. 地域の人々と共に看護することを広める

・ 市民向け公開講座を行う

6. その他この法人の目的を達成するために必要な事業

・ 国内外の関連機関・団体との協力及び連携

７．事務局体制の強化 
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